
質
問
一

エ
コ
ス
ク
ー
ル
、
ス
ク
ー
ル

・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
。

ア

埼
玉
県
内
の
導
入
状
況
は
。

イ

鶴
ヶ
島
市
の
取
組
に
つ
い
て
。

二

太
陽
光
発
電
を
導
入
す
る
意
義
と

効
果
に
つ
い
て
。

ア

環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て
。

イ

経
済
的
効
率
性
に
つ
い
て
。

ウ

教
育
的
効
果
に
つ
い
て
。

答
弁
一

ア
（
教
育
長
）

県
内
の
小

・
中
学
校
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
施
設

を
導
入
し
た
学
校
数
は
、
平
成
２７
年
４

月
１
日
現
在
３
４
１
校
で
、
そ
の
割
合

は
２７
・
７４
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

イ

避
難
所
と
し
て
最
低
限
必
要
な
電

力
供
給
が
で
き
る
よ
う
、
藤
中
学
校
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
水
銀
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
に
更
新
し
た
。

二

ア

二
酸
化
炭
素
の
削
減
が
図
ら

れ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
藤
中
学
校
で

は
、
使
用
電
力
量
が
前
年
の
同
時
期
と

比
べ
て
３０
・
１４
㌫
削
減
さ
れ
た
。

イ

藤
中
学
校
で
は
、
約
３
７
７
３
万

円
の
工
事
費
等
を
要
し
た
が
、
太
陽
光

発
電
量
を
電
気
量
料
金
に
換
算
す
る
と
、

１
年
間
で
約
１４
万
８
０
０
０
円
減
額
で

き
る
と
推
計
し
て
い
る
。

ウ

環
境
問
題
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

安
心
し
て
自
転
車

を
利
用
す
る
た
め
に

質
問
一

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
と
市
の
対
応
に
つ
い
て
。

二

要
介
護
度
の
軽
度
化
の
現
状
分
析

と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
に
つ
い
て
。

三

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
修

了
後
の
取
組
の
充
実
に
つ
い
て
。

四

看
取
り
の
現
状
と
市
の
取
組
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
。
業
務
の
拡

大
と
高
齢
者
の
増
加
を
踏
ま
え
、
適
正

な
職
員
配
置
を
図
る
と
と
も
に
、
新
規

の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
検
討
す
る
。

二

要
介
護
度
は
、
事
業
者
の
責
任
の

及
ば
な
い
要
因
に
よ
る
変
化
も
多
く
、

評
価
が
難
し
い
。
介
護
を
通
じ
て
状
態

を
改
善
し
、
要
介
護
度
を
軽
減
す
る
対

策
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
効
果
を
高
め
る

た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
に
つ

い
て
は
、
埼
玉
県
の
モ
デ
ル
事
業
を
参

考
に
検
討
す
る
。

三

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
や
活
躍
の

場
の
創
出
等
の
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

四

入
所
者
の
死
亡
に
際
し
、
施
設
だ

け
で
は
対
応
が
で
き
な
い
事
例
の
場
合

に
、
市
が
相
談
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

給
食
の
牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て

二

ま
ち
の
情
報
共
有
ア
プ
リ
に
つ
い

て

学校の再編、施設の耐久力等と

ともに検討していく

大野 洋子 議員

学校施設に太陽光発電
の導入を

介
護
懇
談
会
を
実
施

し
ま
し
た山

中

基
充
議
員

屋上太陽光パネル

必
要
な
対
応
や
支
援
を

検
討
し
て
い
く

つるがしま市議会だより第１７５号〔９〕


